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今
年
の
冬
は

寒
か
っ
た
が
、
3

月
に
入
り
急
激

に
暖
か
く
な
っ

た
。
記
録
的
に
早

く
開
花
宣
言
さ
れ
た
ソ
メ
イ
ヨ
シ

ノ
が
、
４
月
を
迎
え
る
頃
に
は
葉

桜
と
な
っ
て
い
た
。
桜
と
ツ
ツ
ジ

と
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
が
同
時
に
咲
く

の
も
初
め
て
見
た
よ
う
な
気
が
す

る
。
▼
コ
ー
ト
を
し
ま
い
夏
服
に

衣
替
え
し
た
。
春
の
短
さ
を
寂
し

く
思
う
。
4
月
は
学
校
で
も
会
社

で
も
1
年
の
始
ま
り
の
月
だ
。
門

出
に
は
咲
き
誇
る
花
々
が
相
応
し

い
。
▼
今
春
も
新
卒
就
職
者
の
過

半
数
が
県
外
企
業
を
選
択
し
て
い

る
。
都
会
と
地
場
企
業
と
の
処
遇

差
も
一
因
だ
ろ
う
が
、
自
身
の
可

能
性
を
信
じ
試
し
て
み
た
い
気
持

ち
も
理
解
で
き
る
。
▼
人
口
減
少

社
会
を
迎
え
若
年
労
働
人
口
の
流

失
は
、
人
手
不
足
に
悩
む
企
業
だ

け
で
な
く
自
治
体
も
制
度
維
持
に

支
障
を
来
す
。
官
民
挙
げ
て
鹿
児

島
に
住
む
魅
力
を
発
信
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
育
児
や
親

の
介
護
で
Ｕ
タ
ー
ン
を
選
べ
る
環

境
整
備
が
必
要
だ
。
鹿
児
島
は
住

む
と
こ
ろ
、
東
京
は
遊
び
に
行
く

と
こ
ろ
。

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

　
近
年
、
奨
学
金
問
題
へ
の
社

会
的
注
目
は
急
速
に
高
ま
っ
て

い
ま
す
。
２
０
１
５
年
7
月
に

中
央
労
福
協
が
実
施
し
た
ア

ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、
全
体
で

4
割
弱
の
方
が
返
済
に
対
し
て

「
苦
し
い
」
と
回
答
し
て
い
ま

す
。

　
そ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま

え
、
２
０
１
８
年
度
九
州
ろ
う

き
ん
で
は
福
祉
金
融
機
関
と
し

て
の
社
会
的
役
割
を
発
揮
し
、

「
奨
学
金
返
済
を
抱
え
る
勤
労

者
を
支
援
す
る
」
こ
と
を
目
的

と
し
て
九
州
各
県
の
労
働
者

福
祉
協
議
会
（
労
福
協
）
と

連
携
し
た
取
り
組
み
を
開
始

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
具

体
的
に
は
、
返
済
額
見
直
し
に

よ
る
可
処
分
所
得
の
向
上
に
向

　
全
労
済
共
済
シ
ョ
ッ
プ
ぐ
り
ん

ぼ
う
奄
美
店
の
開
店
10
周
年
を
記

念
し
て
、あ
ま
み
Ｆ
Ｍ
で
5
月
14
日

（
月
）か
ら
5
月
19
日
（
土
）に「
全

労
済
コ
ー
ナ
ー
」
を
設
け
て
ラ
ジ

オ
イ
ベ
ン
ト
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
コ
ー
ナ
ー
内
で
は
、保
障
に
関
す

る
知
識
や
共
済
の
紹
介
、
防
災
取

り
組
み
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
お
得
な

情
報
を
全
労
済
ス
タ
ッ
フ
が
愉
快

に
楽
し
く
お
届
け
し
ま
す
！

　
奄
美
在
住
で
な
く
て
も
、
あ
ま

み
Ｆ
Ｍ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
放
送
で
聞
く
こ
と

が
で
き
ま
す
の
で
是
非
お
聞
き
く

だ
さ
い
。

け
た
奨
学
金
借
換
ロ
ー
ン
「
つ

な
ぐ
」
を
創
設
し
、
あ
わ
せ
て

返
済
困
窮
者
に
対
す
る
セ
ー
フ

九
州
ろ
う
き
ん
は
労
福
協
と
連
携
し
て

「
奨
学
金
問
題
」に
取
り
組
み
ま
す
!!

～
奨
学
金
借
換
ロ
ー
ン「
つ
な
ぐ
」を
創
設
～

ぐりんぼう奄美開店10周年記念
「あまみＦＭ」ラジオイベントのお知らせ

◆
あ
ま
み
Ｆ
Ｍ

全
労
済
コ
ー
ナ
ー 

放
送
期
間
◆

５
月
14
日（
月
）～
５
月
19
日（
土
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
放
送
は

あ
ま
み
Ｆ
Ｍ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

http://w
w

w.npo-d.org/

テ
ィ
ネ
ッ
ト
（
弁

護
士
や
司
法
書
士
）

を
活
用
し
た
相
談

窓
口
を
設
置
い
た

し
ま
す
。

　
奨
学
金
借
換

ロ
ー
ン
「
つ
な
ぐ
」
の
商
品
概

要
に
関
し
ま
し
て
は
、
３
ペ
ー

ジ
以
降
で
紹
介
い
た
し
ま
す
。

おかげさまで、
ぐりんぼう奄美店は
開店10周年を迎えました。

おかげさまで、
ぐりんぼう奄美店は
開店10周年を迎えました。
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フ
レ
ッ
シ
ャ
ー
ズ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
2
0
1
8
」 

は
じ
ま
る
!!

　
す
べ
て
の
若
年

層
勤
労
者
に
〈
ろ

う
き
ん
〉
を
知
っ

て
も
ら
い
、利
用
し

て
も
ら
う
た
め
に
、

今
年
度
も
「
フ
レ
ッ

シ
ャ
ー
ズ
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
２
０
１
８
」

が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
４
月
１
日
か
ら

10
月
31
日
を
取
り

扱
い
期
間
と
し
、
対
象
者
は
20
歳
以

上
30
歳
未
満
の
方
、
ま
た
は
30
歳
以

上
で
２
０
１
６
年
度
か
ら
２
０
１
８

年
度
新
規
採
用
者
の
方
と
な
り
ま

す
。
対
象
の
お
取
引
（
一
般
財
形
ま

た
は
エ
ー
ス
預
金
、給
与
振
込
、カ
ー

ド
ロ
ー
ン
、
ろ
う
き
ん
ダ
イ
レ
ク
ト
、

財
形
年
金
・
財
形
住
宅
ま
た
は
エ
ー

ス
預
金（
年
金
型
）ま
た
はiDeCo

（
個

人
型
確
定
拠
出
年
金
））
の
う
ち
、２

項
目
以
上
、
新
規
で
ご
契
約
い
た
だ

い
た
方
に
抽
選
で
「
ツ
カ
エ
ル
電
動

歯
ブ
ラ
シ
」
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　
ま
ず
は
、
ろ
う
き
ん
で
通
帳
と

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
ご
契
約
い
た

だ
き
、＂
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
ツ
カ

エ
ル
！
＂
を
実
感
し
て
下
さ
い
。

　
詳
し
く
は
最
寄
り
の
〈
九
州
ろ
う

き
ん
〉
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

2018年度の新入職員

宇土　文崇　職員
（大島支店）

吉川　瑞姫　職員
（霧島支店）

古賀　梓　職員
（鹿屋支店）

氏名 新所属名 旧所属名 氏名 新所属名 旧所属名
【県本部関係】 久永　知子 鹿児島南支店 鹿児島支店
斉之平　和伸 鹿児島県本部副本部長 鹿児島県本部業務推進課課長 峯元　美穂子 鹿児島南支店 鹿児島県庁支店
坂之上　いずみ 鹿児島県本部業務推進課課長 鹿児島県本部業務推進課副課長 春成　耕一 霧島支店支店長 種子島支店支店長
藤久保　誠 鹿児島県本部業務推進課調査役 川内支店支店長 丸山　里香 霧島支店係長 鹿児島支店係長
片野田　尚剛 鹿児島県本部業務推進課 鹿児島県本部副本部長 松田　郷子 霧島支店係長 鹿児島支店係長
上脇　基寛 鹿児島支店副支店長 鹿児島支店次長 和泉　貴之 霧島支店係長 種子島支店係長
後迫　祐二 鹿児島支店専任役 出水支店支店長 吉川　瑞姫 霧島支店 新入職員
濵平　美和子 鹿児島支店係長 鹿児島南支店係長 重久　政弘 種子島支店支店長 霧島支店支店長
川畑　亜沙美 鹿児島支店係長 加世田支店 西　大郎 種子島支店係長 志布志支店係長
黒田　光一 鹿児島支店 鹿児島県本部業務推進課 中崎　裕介 種子島支店係長 種子島支店
内野　幸洋 鹿児島支店 融資部債権管理課調査役 上枡　厚廣 種子島支店 鹿児島支店
福元　成人 鹿児島支店 霧島支店専任役 坂　顕一郎 志布志支店次長 鹿児島県庁支店次長
松本　明美 鹿児島支店 川内支店 上西　健二 志布志支店専任役 霧島支店専任役
浅井　直人 大島支店支店長 加世田支店支店長 坂口　和俊 志布志支店係長 出向（人事部付）推進役
宇土　文崇 大島支店 新入職員 伊藤　さよ子 志布志支店 鹿屋支店
勝　正和 鹿屋支店次長 鹿屋支店係長 出口　美孝 大口支店支店長 志布志支店次長
安楽　康樹 鹿屋支店係長 大牟田支店係長 永田　由美 大口支店 霧島支店
海老原　聖也 鹿屋支店係長 川内支店 鮫島　剛 徳之島支店次長 霧島支店係長
古賀　梓 鹿屋支店 新入職員 寺内　勁志 徳之島支店 鹿児島南支店
赤星　逸郎 川内支店支店長 熊本支店次長 信末　哲 鹿児島県庁支店次長 行橋支店次長
濱田　一徳 川内支店専任役 鹿児島県本部業務推進課調査役 【統括本部】
安田　毅 川内支店係長 鹿児島南支店係長 今村　伸一 業務改革推進室副室長 大島支店支店長
迫屋　ちひろ 川内支店 鹿児島支店 牧野　耕一 監査部営業店監査グループ調査役 志布志支店専任役
平野　忍 加世田支店支店長 大口支店支店長 堂元　郁美 融資部融資集中課調査役 鹿児島支店副支店長
窪　治子 加世田支店係長 鹿児島支店係長 與儀　真理子 人事部人事課調査役 鹿屋支店次長
児島　酉希美 加世田支店 志布志支店 有馬　博文 営業推進部営業推進課（取引拡大推進チーム） 大島支店
松元　智美 加世田支店 鹿児島支店 中屋　寿 融資部債権管理課 監査部営業店監査グループ調査役
窪　光仁 出水支店支店長 出水支店次長 【県外店舗】
西村　陽一 出水支店次長 徳之島支店次長 森田　健嗣 博多支店係長 加世田支店
飯田　千明 鹿児島南支店専任役 川内支店専任役 淵脇　誠 宮崎支店 鹿児島支店
山地　裕也 鹿児島南支店係長 種子島支店係長 市來　沙織 都城支店 鹿屋支店
石堂　美幸 鹿児島南支店係長 鹿児島南支店 中村　泰輔 飯塚支店 鹿児島支店

九州労働金庫2018年度人事異動 「よろしくお願いします!!」
2018年4月1日付



商品名 教育ローン（奨学金借換専用「つなぐ」）

対象者 当金庫に加盟する会員の間接構成員および当金庫
管轄内に居住または勤務している勤労者

お使いみち
本人または同一生計の2親等以内の親族が奨学金
借換のために必要な資金　（※奨学金借換以外の資
金使途は対象とはなりません）

融資限度額 1,000万円以内

融資期間 20年以内

本人年収 安定継続した収入があり、前年度税込み年収が
150万円以上の方

勤続年数 同一勤務先に原則1年以上勤務されている方

金　　利
団体会員の間接構成員の方 一般勤労者の方

変動金利1.0％（保証料込） 変動金利1.8％（保証料込）

返済方法 元利均等毎月返済または元利均等毎月・ボーナス
併用返済

担　　保 不要

保証機関 （一社）日本労働者信用基金協会

取扱期間 2018年4月1日～2021年3月31日（3年間）

奨学金利用者・返済者、またそのご家族で奨学金に関わる“不安”を抱えてい
る方や商品の詳細につきましては、お近くの＜九州ろうきん＞窓口までお
問い合わせください。
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以
下
が
奨
学
金
借
換
ロ
ー
ン
「
つ
な
ぐ
」
の
商
品
概
要
に
な
り
ま
す
。

奨
学
金
借
換
ロ
ー
ン「
つ
な
ぐ
」に
つ
い
て

第
15
回「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
助
成
」の
募
集
が

始
ま
り
ま
す
!!

募
集
期
間　

２
０
１
８
年
4
月
23
日（
月
）～
6
月
8
日（
金
）

　
今
年
度
の
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
助
成
」
は
、4

月
23
日
（
月
）
～
6
月
8
日
（
金
）

の
期
間
で
募
集
を
行
い
ま
す
。
社
会

貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
行
っ
て
い
る

本
取
り
組
み
は
、今
回
で
15
回
目
と
な

り
、こ
れ
ま
で
多
く
の
団
体
や
グ
ル
ー

プ
か
ら
応
募
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

助
成
総
額
1
5
6
0
万
円
、う
ち
県
内

で
は
２
１
０
万
円
を
助
成
し
ま
す
。

　「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
助
成
」
の
対
象
は
、営
利

を
目
的
と
せ
ず
、九
州
ろ
う
き
ん
の
営

業
エ
リ
ア
に
主
た
る
事
務
所
を
設
け

る
団
体
で
あ
れ
ば
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
は

じ
め
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
、
市

民
活
動
団
体
な
ど
、
団
体
の
規
模
や

法
人
格
の
有
無
を
問
わ
ず
、
多
く
の

皆
さ
ま
か
ら
の
応
募
を
受
け
付
け
て

お
り
ま
す
。

　
具
体
的
な
申
し
込
み
な
ど
の
お
問

い
合
わ
せ
は
、鹿
児
島
県
本
部
「
Ｎ
Ｐ

Ｏ
助
成
」
係
☎
０
９
９
―
２
２
５
―

2
2
1
7
ま
で
。
詳
し
く
は
九
州
労

金
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
確
認
く
だ
さ

い
。
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全
労
済
で
は
、２
０
０
８
年
か
ら
毎
年
の
決
算
お
よ
び
「
エ
コ
住
宅
専
用
　
全
労
済
の
住
ま
い
る
共
済
」
の
契
約
状
況
に
応
じ
て
、環

境
活
動
団
体
へ
の
寄
付
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
２
０
１
６
年
度
決
算
な
ど
に
も
と
づ
く
寄
付
と
し
て
、２
０
１
８
年
３
月
19
日
（
月
）・
20
日
（
火
）
に
寄
付
金
贈
呈
式
を
行
い
、選
定

し
た
環
境
活
動
団
体
4
団
体
へ
総
額
１
８
０
０
万
円
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
こ
の
寄
付
に
よ
り
、こ
れ
ま
で
の
寄
付
金
の
累
計
は
１
億
40
万

円
（
延
べ
20
団
体
）
と
な
り
ま
し
た
。

　
全
労
済
は
理
念
で
あ
る
「
み
ん
な
で
た
す
け
あ
い
、豊
か
で
安
心
で
き
る
社
会
づ
く
り
」
の
一
環
と
し
て
、今
後
も
積
極
的
に
社
会
貢

献
活
動
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

■
寄
付
先
　
●
公
益
社
団
法
人
　
国
土
緑
化
推
進
機
構
～
「
緑
の
募
金
」
使
途
限
定
募
金
～
　
●
公
益
財
団
法
人
　
日
本
環
境
協
会

　
　
　
　
●
公
益
財
団
法
人
　
日
本
自
然
保
護
協
会
　
●
公
益
社
団
法
人
　
日
本
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ト
ラ
ス
ト
協
会

　「エコ住宅専用　全労済の住まいる共済」は、エコ住宅専
用の住宅保障プランです。
　住宅・家財の火災などに備えることができ、環境活動団
体への寄付を通じて地球環境保全に貢献することができる
生活協同組合らしい商品です。
　太陽光発電システムやオール電化など、エコ設備を設置
している住宅が対象となり、火災共済の掛金が割引となり
ます。詳しくは全労済へお問い合わせください。

「
エ
コ
住
宅
専
用　

全
労
済
の
住
ま
い
る
共
済
」で
環
境
保
全
に
貢
献

～
環
境
活
動
団
体
４
団
体
に
総
額
１
８
０
０
万
円
を
贈
呈
～

エコ住宅専用　住まいる共済のしくみ



（5） 全 労 済 鹿 児 島 第 689 号第 689 号
2018年4月15日2018年4月15日

　
４
月
よ
り
福
岡
推
進
本
部
よ

り
転
属
し
、
鹿
児
島
推
進
本
部

に
配
属
と
な
り
ま
し
た
小
野
と

申
し
ま
す
。

　
神
奈
川
の
生
家
を
離
れ
て
以

降
、
宮
崎
、
福
岡
を
経
て
九
州

で
の
生
活
が
18
年
目
と
な
り
ま

し
た
。

　
ご
縁
を
い
た
だ
い
た
こ
の
土

地
を
愛
し
、
組
合
員
の
幸
福
追

求
の
た
め
、
共
済
活
動
を
推
進

し
て
い
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、

何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　
こ
の
4
月
よ
り
鹿
児
島
推
進

本
部
に
配
属
と
な
り
ま
し
た
竹

迫
美
紀
と
申
し
ま
す
。

　
２
０
１
４
年
4
月
に
全
労
済

に
入
会
し
、
4
年
間
沖
縄
推
進

本
部
に
在
籍
し
て
お
り
ま
し

た
。
4
年
ぶ
り
に
地
元
鹿
児
島

に
帰
っ
て
く
る
こ
と
が
で
き
、

安
心
す
る
と
同
時
に
、
改
め
て

身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

　
沖
縄
で
の
経
験
を
生
か
し
、

一
日
で
も
早
く
組
合
員
の
皆
さ

ま
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
精
一

杯
頑
張
り
ま
す
。
ご
指
導
・
ご

鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　新学期がスタートしたこの時期、お子さまの保障について見直ししませんか？
　全労済のこくみん共済「キッズタイプ」では、お子さまの病気やけが、賠償を保障します。
　賠償保障には自転車運転による相手への賠償保障も含まれています。
　この機会にお子さまの保障を全労済のこくみん共済でご検討ください。

２
０
１
８
年
４
月

転
入
者
の
ご
紹
介

小野　和仁
ぐりんぼう鹿児島
地域推進課　課長

福岡推進本部より転入

竹迫　美紀
推進支援課　
業務管理係

沖縄推進本部より転入

お気軽にお近くの窓口へご相談ください
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日
本
の
習

慣
や
制
度
が

他
の
国
で
は

全
く
異
な
っ

て
い
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
今
回
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
の
社
会
福
祉
に
つ
い
て
、
日

本
と
の
違
い
を
実
感
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。

　
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は
、
日
本

の
よ
う
に
子
供
に
介
護
し
て
も
ら
う

と
い
う
感
覚
（
習
慣
）
は
な
く
、
身

の
回
り
の
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た

時
は
、
自
分
で
お
金
を
支
払
っ
て
、

　
県
労
福

協
第
23
次
海

外
視
察
に
参

加
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し

た
。

　
今
回
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
と
い

う
初
め
て
の
南
半
球
で
、
テ
レ
ビ
な

ど
の
映
像
で
し
か
見
た
こ
と
の
な
い

場
所
で
あ
り
、
遠
く
離
れ
た
国
で
、

ど
の
よ
う
な
社
会
保
障
制
度
が
構
築

さ
れ
、
運
営
さ
れ
て
い
る
か
興
味
を

持
っ
て
臨
み
ま
し
た
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
方
の
お
話
を
聞
く
中

で
、最
も
印
象
深
か
っ
た
の
が
、富
め

る
者
も
そ
う
で
な
い
者
も
ほ
ぼ
同
じ

老
後
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
が

あ
る
こ
と
で
し
た
。

　
具
体
的
に
は
、
老
人
健
康
施
設
に

入
所
す
る
際
に
、
入
所
料
を
支
払
う

わ
け
で
す
が
、
訳
あ
っ
て
支
払
え
な

い
方
に
つ
い
て
は
国
が
負
担
を
す
る

と
い
う
こ
と
で
し
た
。
こ
れ
に
は
、

当
該
国
民
も
い
ろ
ん
な
意
見
が
あ
る

よ
う
で
す
が
、国
民
性
な
の
か
、税
制

の
お
か
げ
な
の
か
、
現
在
で
も
そ
の

制
度
が
運
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
日

本
で
こ
の
よ
う
な
制
度
が
果
た
し
て

認
知
さ
れ
る
か
不
明
で
す
が
、
自
分

自
身
は
少
し
戸
惑
い
も
あ
っ
た
と
こ

ろ
で
し
た
。

　
一
方
、
社
会
保
障
の
水
準
に
つ
い

て
は
、
研
修
期
間
が
短
か
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
十
分
理
解
す
る
こ
と
は
で

き
な
か
っ
た
も
の
の
、
日
本
と
そ
う

大
き
な
違
い
は
な
か
っ
た
よ
う
に
感

じ
ま
し
た
。
今
後
さ
ら
に
、
研
修
を

深
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、バ
ス
移
動
の
中
で
、ガ

イ
ド
の
方
の
お
話
と
し
て
、
ニ
ュ
ー

鹿
児
島
県
労
働
者
福
祉
協

議
会
第
23
次
海
外
視
察
に

参
加
し
て

自
治
労
鹿
児
島
県
本
部　　
　
　
　
　
　

副
執
行
委
員
長　

荒
木
　
善
大

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
レ
ポ
ー
ト
VOL.2

民
間
の
施
設
に
入
所
す
る
の
が
一
般

的
で
す
。
ま
た
、自
宅
等
の
財
産
は
、

残
さ
れ
た
家
族
（
子
供
）
に
相
続
す

る
の
で
は
な
く
、
施
設
に
入
所
す
る

際
処
分
し
、
入
居
費
用
や
介
護
費
用

に
充
当
す
る
こ
と
が
一
般
的
で
す
。

　
視
察
し
た
会
社
は
、
利
用
者
の
状

況
に
よ
り
、
キ
ッ
チ
ン
等
が
整
備
さ

れ
て
い
る
自
立
型
の
施
設
、
料
理
等

自
分
で
作
ら
な
い
ゲ
ス
ト
ホ
ー
ム
、

そ
し
て
、
ホ
ス
ピ
タ
ル
ホ
ー
ム
の
３

つ
の
タ
イ
プ
の
施
設
を
運
営
し
て
い

ま
し
た
。
利
用
者
の
介
護
の
状
況
が

変
わ
り
、
ゲ
ス
ト
ホ
ー
ム
か
ら
ホ
ス

ピ
タ
ル
ホ
ー
ム
に
移
る
必
要
が
出
て

き
た
と
き
、
施
設
が
充
実
し
て
い
る

他
社
に
移
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
防
ぐ

た
め
、
定
期
的
に
立
て
替
え
る
の
が

当
た
り
前
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
自
立
型
施
設
や
ゲ
ス

ト
ル
ー
ム
に
入
所
す
る
際
は
、
分
譲

マ
ン
シ
ョ
ン
を
購
入
す
る
際
と
同

様
、
自
宅
の
売
却
等
で
購
入
資
金
を

準
備
し
ま
す
。
ま
た
、
ホ
ス
ピ
タ
ル

ホ
ー
ム
に
移
る
と
き
は
、
運
営
す

る
（
販
売
元
の
）
会
社
が
購
入
額
の

25
％
引
き
で
買
い
戻
す
こ
と
に
な
っ

て
お
り
、
売
却
し
た
資
金
を
施
設
使

用
料
等
に
充
当
す
る
仕
組
み
で
す
。

な
お
、
財
産
が
な
い
場
合
や
売
却
後

の
資
金
が
な
く
な
っ
た
場
合
は
、
政

府
が
利
用
料
を
負
担
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
国
の
助
成
を
受
け
て
い
る
人

が
年
金
の
支
給
を
受
け
て
い
る
場
合

は
、
そ
の
年
金
は
政
府
が
受
け
取
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
社
会
保
障
以
外
に
も
、
住
民
登
録

は
義
務
で
は
な
い
（
出
生
届
と
死
亡

届
は
義
務
）
の
で
、
住
ん
で
い
る
市

民
の
人
数
が
把
握
で
き
な
い
、
居
酒

屋
や
ス
ナ
ッ
ク
な
ど
は
な
く
家
に
帰

る
前
に
一
杯
飲
み
に
行
く
習
慣
は
な

い
（
パ
ブ
は
あ
る
が
夫
婦
で
飲
み
に

行
く
）、
女
性
も
仕
事
に
つ
い
て
お

り
男
性
に
一
生
つ
い
て
い
く
と
い
う

感
覚
は
薄
く
離
婚
率
も
高
い
（
親
子

関
係
に
血
の
つ
な
が
り
は
あ
ま
り
意

識
し
な
い
）
な
ど
な
ど
、
日
本
と
の

違
い
を
実
感
し
た
研
修
と
な
り
ま
し

た
。

どこかで会った人に似ているような…

「
国
が
異
な
る
と
習
慣
・

制
度
も
大
き
く
異
な
る
こ

と
を
実
感
」

自
治
労　

鹿
児
島
県
職
員
労
働
組
合　　

書
記
次
長　

福
山
　
祐
二

バスで4時間走っても途切れることのない広大な牧場にびっくりしました

ジ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る
女
性
の
社
会

進
出
の
お
話
を
興
味
深
く
聞
き
ま
し

た
。
ガ
イ
ド
の
方
は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
の
方
と
結
婚
さ
れ
当
地
に
長

く
住
ん
で
お
ら
れ
る
女
性
で
し
た
が
、

日
本
人
の
視
点
も
踏
ま
え
て
紹
介
さ

れ
た
こ
と
が
、
女
性
の
社
会
進
出
の

表
裏
で
し
た
。

　
例
え
ば
、
女
性
の
収
入
や
社
会
的

地
位
が
高
く
、そ
れ
ゆ
え
、女
性
か
ら

離
婚
を
求
め
る
事
例
も
多
く
離
婚
率

が
高
い
と
の
こ
と
で
し
た
。
女
性
首

相
を
輩
出
す
る
ほ
ど
の
お
国
柄
で
す

が
、
そ
れ
な
り
に
抱
え
る
課
題
も
あ

る
の
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。



（7） か ご し ま 労 働 者 福 祉 だ よ り 第 689 号第 689 号
2018年4月15日2018年4月15日

　「
世
界
最

先
端
の
福

祉
先
進
国

ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
」。

私
に
と
っ
て
初
め
て
の
南
半
球
へ
の

旅
で
す
。
国
連
発
表
の
「
世
界
幸
福

度
ラ
ン
キ
ン
グ
２
０
１
７
」
に
よ
る

と
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
国
の
中
で
Ｎ
Ｚ

Ｌ
8
位
、
日
本
27
位
。
何
が
そ
ん
な

に
違
う
の
だ
ろ
う
か
、
と
非
常
に
興

味
が
湧
い
て
き
ま
し
た
。
空
路
11
時

間
、
よ
う
や
く
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

着
。
少
し
肌
寒
い
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
の

街
は
、
私
た
ち
視
察
団
14
人
を
爽
や

か
に
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
昼
食
後
、
医
療
福
祉
施
設
「
ト
レ

ヴ
ェ
リ
ン
」
へ
到
着
。
早
速
、
Ｎ
Ｚ

Ｌ
の
医
療
・
福
祉
制
度
や
、
社
会
保

障
の
仕
組
み
な
ど
に
つ
い
て
の
説
明

と
意
見
交
換
が
始
ま
り
ま
し
た
。
話

す
に
つ
れ
、
日
本
と
の
違
い
に
驚
く

こ
と
ば
か
り
で
す
。
自
分
の
面
倒
は

自
分
が
見
る
と
い
う
こ
と
が
基
本
で

あ
り
、
福
祉
施
設
に
入
所
す
る
た
め

に
は
、
認
定
員
の
診
断
が
必
要
な
こ

と
。
居
住
費
用
は
自
分
の
資
産
が

続
く
限
り
支
払
い
、
足
り
な
く
な
っ

た
ら
全
額
国
が
立
て
替
え
て
く
れ
る

こ
と
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は
親

と
の
同
居
や
、
2
世
帯
住
宅
と
い
っ

た
考
え
方
が
な
い
こ
と
。
介
護
を
行

う
人
を
休
め
る
（
癒
や
す
）
た
め
の

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
。
ま
た
、
入
所
者

に
比
べ
て
ス
タ
ッ
フ
の
数
が
多
く
、

重
労
働
と
な
ら
な
い
た
め
の
ル
ー

ル
化
が
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
ス

タ
ッ
フ
に
対
し
て
も
非
常
に
温
か
い

心
遣
い
が
さ
れ
て
い
る
な
、
と
感
じ

ま
し
た
。
活
動
に
つ
い
て
も
積
極
的

な
取
り
組
み
が
多
く
見
ら
れ
ま
し

た
。
入
所
者
も
ス
タ
ッ
フ
も
楽
し
そ

う
に
し
て
い
た
の
が
と
て
も
印
象
的

で
し
た
。

　
そ
の
後
も
、
日
本
人
ガ
イ
ド
に

よ
る
Ｎ
Ｚ
Ｌ
講
座
が
あ
り
、
日
本
と

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
生
活
文
化
の

違
い
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
私
た
ち
が
出
会
っ
た
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
に
暮
ら
す
人
々
は
、
ほ
と
んプレゼントの折紙手裏剣でジャパニーズニンジャ！

羊のにおいの会場

ど
の
人
が
ニ
コ
ニ
コ
し
て
お
り
、
確

か
に
幸
せ
そ
う
で
し
た
。
日
本
と

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
ど
ち
ら
が
幸

せ
な
の
か
は
決
め
ら
れ
ま
せ
ん
が
、

今
後
も
「
連
帯
・
協
同
で
安
心
・
共

生
の
福
祉
社
会
を
つ
く
ろ
う
！
」
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る

幸
せ
な
社
会
を
目
指
し
て
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
最
後
に
、

こ
の
よ
う
な
機
会
を
与
え
て
く
だ

さ
っ
た
皆
さ
ま
と
、
同
行
し
て
い
た

だ
い
た
皆
さ
ま
に
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。Kiw

i!

　
今
回
初

め
て
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド

と
い
う
国
に

行
か
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
中
国
に
続
き
二
回

目
の
海
外
で
す
。
イ
ン
チ
ョ
ン
か
ら

11
時
間
半
の
フ
ラ
イ
ト
は
初
め
て
の

体
験
で
、
か
な
り
緊
張
し
て
い
た
の

か
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
降
り
立
っ

た
時
は
少
々
ぐ
っ
た
り
で
し
た
。

　
空
港
に
着
い
た
ら
現
地
の
ガ
イ

ド
の
方
が
迎
え
に
来
て
く
だ
さ
っ
て

い
ま
し
た
。
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
に
乗
り

込
み
、
ハ
ミ
ル
ト
ン
と
い
う
町
に
向

か
い
ま
し
た
。
昼
食
後
、
高
齢
者
福

祉
施
設
を
視
察
、
い
ろ
い
ろ
日
本
と

医
療
福
祉
先
進
国
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
訪
問
に
つ
い
て

鹿
児
島
県
電
力
総
連

事
務
局
次
長　
山
下
　
秀
樹

海
外
視
察
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
の
思
い
出

南
国
交
通
労
働
組
合

執
行
委
員　
永
井
　
直
樹

相
違
点
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
ず
、
日

本
で
は
高
齢
者
施
設
に
つ
い
て
は
国

の
補
助
金
な
ど
で
運
営
し
ま
す
が
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は
民
間
の
会

社
が
建
物
を
作
り
ま
す
。
そ
し
て
国

は
何
を
す
る
か
と
い
う
と
施
設
に
入

居
希
望
の
高
齢
者
の
年
金
を
没
収
し

施
設
の
代
金
を
支
払
う
シ
ス
テ
ム
で

し
た
。
な
ぜ
こ
う
い
う
シ
ス
テ
ム
か

と
い
う
と
、
高
所
得
者
も
低
所
得
者

も
支
給
さ
れ
る
年
金
は
同
額
だ
か
ら

で
す
。
今
の
日
本
に
適
用
で
き
る
か

わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
国
に
よ
っ
て
か

な
り
の
違
い
が
あ
る
こ
と
を
勉
強
で

き
ま
し
た
。

　
二
日
目
は
ロ
ト
ル
ア
観
光
で
し

た
。
ロ
ト
ル
ア
ま
で
約
３
時
間
、
一

日
目
の
緊
張
も
取
れ
、
車
窓
か
ら
街

並
み
を
ゆ
っ
く
り
見
る
時
間
が
あ
り

ま
し
た
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
は
右

ハ
ン
ド
ル
、
左
側
通
行
で
日
本
と
同

じ
で
す
。
ふ
と
気
付
い
た
こ
と
は
、

走
っ
て
い
る
車
が
ほ
と
ん
ど
日
本
車

だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
８
割
が
日
本

か
ら
輸
入
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

こ
れ
で
道
路
標
識
が
日
本
語
な
ら
ば

完
璧
な
日
本
で
す
（
笑
）。
そ
れ
と

同
時
に
広
大
な
草
原
に
も
感
動
し
ま

し
た
。
今
は
羊
よ
り
も
牛
の
ほ
う
が

多
く
、
ど
こ
ま
で
行
っ
て
も
同
じ
よ

う
な
景
色
の
中
に
牛
が
放
牧
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
ア
グ
ロ
ド
ー
ム
と
い
う

と
こ
ろ
で
は
羊
の
毛
刈
り
シ
ョ
ー
、

ま
た
、
フ
ァ
ー
ム
ツ
ア
ー
で
は
放
牧

さ
れ
て
い
る
羊
や
ラ
マ
に
直
接
餌
を

や
っ
た
り
、
楽
し
く
過
ご
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
途
中
、
初
め
て
外
国
の
ス
ー
パ
ー

に
立
ち
寄
り
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
物
価
は
少
々
高
め
で
す
。

乳
製
品
、
肉
以
外
は
ほ
と
ん
ど
が
輸

入
に
頼
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。
輸
送

費
の
分
だ
け
高
い
ん
で
す
ね
。
納
得

で
き
ま
し
た
。

　
今
回
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
体
験
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
ほ
か
の
国
に
も
少
子
高
齢
化

の
問
題
が
身
近
に
あ
る
こ
と
を
痛
感

し
ま
し
た
。

　
ま
た
機
会
が
あ
れ
ば
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
追
伸
、
帰
り
の
イ
ン
チ
ョ
ン
極
寒

で
し
た
。



（8）か ご し ま 労 働 者 福 祉 だ よ り第 689 号第 689 号
2018年4月15日2018年4月15日

的
な
活
動
を
選
び
、
実
行
に
移

し
、
長
く
続
け
て
い
く
た
め
の

工
夫
を
見
つ
け
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

　「
軽
い
運
動
は
う
つ
病
や
認

知
症
を
予
防
す
る
」
と
知
っ
て

い
て
も
、
楽
し
ん
で
継
続
で
き

る
頻
度
や
時
間
帯
、
自
分
に
よ

く
合
っ
た
運
動
を
見
つ
け
ら
れ

な
く
て
は
意
味
が
あ
り
ま
せ

ん
。ア
プ
リ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
う
、

友
達
や
家
族
を
誘
う
、
デ
ー
タ

を
競
い
合
う
と
い
っ
た
工
夫
も

必
要
で
す
。
ど
ん
な
や
り
方
で

あ
れ
ば
続
け
ら
れ
そ
う
な
の
か

を
検
討
し
、
ル
ー
テ
ィ
ン
の
中

に
い
か
に
落
と
し
込
ん
で
い
く

か
が
鍵
に
な
り
ま
す
。

　
職
場
の
ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー

が
高
け
れ
ば
、
例
え
ば
卓
球
台

を
設
置
し
て
終
わ
り
で
は
な

く
、
豪
華
な
賞
品
付
き
の
定
期

的
な
大
会
を
開
催
す
る
な
ど
し

て
、
職
員
（
社
員
）
の
運
動
意

欲
を
持
続
さ
せ
る
と
い
う
企
画

を
考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
職

員
の
健
康
度
を
よ
り
上
げ
る
こ

と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

　
詳
し
く
知
り
た
い
方
に
は
聖

路
加
国
際
大
学
の
中
山
和
弘
先

生
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
ヘ
ル
ス

リ
テ
ラ
シ
ー
　
健
康
を
決
め
る

力
」
を
お
勧
め
し
ま
す
。

は
人
気
商
品
で
す
。

　

４
月
か
ら
放
送
予
定
の
朝
の
連

続
テ
レ
ビ
小
説
「
半
分
、
青
い
」

は
主
人
公
が
1
人
メ
ー
カ
ー
を
め

ざ
す
物
語
で
す
。

　
各
地
域
で
行
わ
れ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト

や
ス
ポ
ー
ツ
の
集
合
写
真
を
見
て
、人

の
ふ
れ
あ
い
は
大
事
だ
な
ぁ
と
改
め
て

感
じ
ま
し
た
。

（
伊
佐
市
・
男
性
）

　
県
外
に
い
る
子
ど
も
に
も
、ろ
う
き

ん
の
カ
ー
ド
利
用
手
数
料
０
円
が
助

か
り
ま
す
。
前
は
２
１
６
円
、１
０
８

円
か
か
っ
て
い
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。（

南
さ
つ
ま
市
・
女
性
）

　
普
段
は
、ス
ポ
ー
ツ
観
戦
に
は
興

味
は
な
い
の
で
す
が
、
今
回
の
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
感
動
を
た
く
さ
ん

も
ら
い
ま
し
た
。

　
我
が
子
の
よ
う
な
年
齢
の
選
手
の

人
間
性
に
深
い
尊
敬
の
念
を
抱
き
ま

し
た
。

（
鹿
児
島
市
・
女
性
）

　「
働
き
方
」
に
つ
い
て
、日
本
は
も
っ

と
真
剣
に
考
え
る
べ
き
と
思
う
。
い
つ

ま
で
た
っ
て
も
先
進
国
に
な
れ
な
い
と

感
じ
て
い
る
。３
月
末
で
退
職
す
る
が
、

若
い
人
達
が
希
望
を
持
て
る
将
来

に
し
な
く
て
は
と
考
え
て
い
る
。

（
鹿
児
島
市
・
男
性
）

　
卒
業
・
巣
立
ち
の
時
期
で
す
ね
。

ろ
う
き
ん
の
つ
か
え
る
カ
ー
ド
、手

数
料
０
円
は
と
っ
て
も
あ
り
が
た
い

で
す
。

（
鹿
児
島
市
・
女
性
）

　
ワ
ー
ク
・
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
、

お
互
い
の
よ
い
と
こ
ろ
を
褒
め
合
う

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
面
白
そ
う
で
す
ね
、

一
度
や
っ
て
み
た
い
で
す
。

（
大
分
県
宇
佐
市
・
男
性
）

　
心
身
の
健
康
に
役
立
つ
情

報
を
見
つ
け
て
、
そ
れ
が
正

し
い
か
、
自
分
に
合
っ
て
い

る
か
を
判
断
し
、
生
活
に
取

り
込
む
力
が
ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ

シ
ー
で
す
。

　
新
聞
や
雑
誌
、
テ
レ
ビ
・

ラ
ジ
オ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

な
ど
か
ら
健
康
に
つ
い
て
の

情
報
を
仕
入
れ
て
う
ま
く
活

用
す
る
人
ほ
ど
、
健
康
的
な

生
活
習
慣
を
身
に
付
け
、
病

気
の
予
防
や
適
切
な
治
療
に

よ
っ
て
長
生
き
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
こ
こ
で
大
事
な
こ
と
は
、

情
報
を
受
動
的
に
受
け
取
る

だ
け
で
は
い
け
な
い
と
い
う

こ
と
で
す
。
多
く
の
情
報
の

中
か
ら
自
分
に
合
っ
た
具
体

新しいビジネス用語から
学ぶ心理学

前向きに生きるコツ

⑧　健康情報を生かすヘルスリテラシー

１人メーカー
　

電
機
メ
ー
カ
ー
で
の
勤
務
経
験
が

あ
る
若
者
ら
が
企
画
立
案
か
ら
商
品

製
造
（
の
発
注
）、
出
荷
ま
で
こ
な
す

こ
と
を
い
い
ま
す
。
カ
シ
オ
出
身
の

中
澤
優
子
さ
ん
や
、
文
房
具
が
好
き

で
オ
リ
ジ
ナ
ル
製
品
を
開
発
し
た
阿

部
ダ
イ
キ
さ
ん
が
有
名
で
す
。

　

企
業
内
で
開
発
チ
ー
ム
が
企
画
を

立
案
し
、
重
役
を
含
め
た
会
議
を
経

た
上
で
製
品
化
す
る
と
い
っ
た
経
緯

を
ふ
ま
ず
に
「
自
分
が
作
り
た
い
と

思
う
モ
ノ
を
つ
く
る
」
と
い
う
自
由

な
発
想
が
魅
力
的
で
す
。「
折
り
た
た

み
バ
イ
ク
」（
中
澤
さ
ん
）
や
「
鍵
ま

で
収
納
で
き
る
財
布
」（
阿
部
さ
ん
）

読
　
者

か
ら
の

声

225

ニュース・
ワード

臨床心理士　山藤奈穂子
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連
合
大
隅
地
協
女
性
委
員
会
主

催
、
大
隅
地
域
労
福
協
主
催
で
3
月

4
日
（
日
）、た
か
く
ま
山
麓
陶
芸
の

里
あ
す
か
で
陶
芸
教
室
を
開
催
し
ま

し
た
。
参
加
者
は
16
人
。

　
講
師
の
桑
原
武
満
さ
ん
に
、コ
ッ
プ

や
お
茶
碗
の
作
り
方
、型
押
し
を
使
っ

て
簡
単
に
作
れ
る
お
皿
の
作
り
方
な

ど
丁
寧
に
指
導
し
て
頂
き
ま
し
た
。

初
め
て
陶
芸
を
さ
れ
る
方
が
多
く
、最

初
は
慣
れ
な
い
手
つ
き
で
し
た
が
、日

　
お
り
ょ
う
り

小
学
一
年
　
柿
元
　
乙お

と

巴は

　
お
か
あ
さ
ん
は
、ま
い
日
お
し

ご
と
で
、い
っ
し
ょ
に
あ
そ
ぶ
じ

か
ん
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
お
休
み
の
日
は
、い
っ
し
ょ
に

あ
そ
べ
る
か
ド
キ
ド
キ
し
て
い
ま

す
。

　
こ
の
ま
え
の
休
み
の
日
お
か
あ

さ
ん
と
、お
に
い
ち
ゃ
ん
と
、お
と

は
で
、お
り
ょ
う
り
き
ょ
う
し
つ

に
い
き
ま
し
た
。

　
メ
ニ
ュ
ー
は
、
正
月
に
の
こ
っ

た
も
ち
を
つ
か
っ
た
ピ
ザ
と
ね
っ

た
ぼ
な
ど
を
つ
く
り
ま
し
た
。

　
お
も
っ
た
よ
り
も
か
ん
た
ん
で

お
い
し
か
っ
た
の
で
、お
休
み
の

と
き
に
つ
く
っ
て
か
ぞ
く
で
た
べ

た
い
と
お
も
い
ま
す
。

　
ま
た
お
り
ょ
う
り
き
ょ
う
し
つ

が
あ
っ
た
ら
い
っ
て
み
た
い
で
す
。

　
ど
ん
な
お
り
ょ
う
り
か
た
の
し

み
で
す
。

　
鹿
児
島
地
域
労
福
協
は
、
第
12
回

料
理
教
室
を
３
月
３
日
（
土
）、鹿
児

島
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー
の
「
調
理
実

習
室
」
で
開
催
し
ま
し
た
。
講
師
を

鹿
児
島
市
南
部
保
健
セ
ン
タ
ー
の
栄

養
士 

下
玉
利
涼
子
さ
ん
に
お
願
い
し
、

24
人
を
４
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
、

開
催
日
の
ひ
な
祭
り
に
ち
な
ん
だ
「
手

ま
り
寿
司
」「
押
し
寿
司
」「
お
吸
い
物
」

　
南
薩
地
域
労
福
協
は
、
2
月
17
日

に
大
岩
本
ひ
と
み
先
生
を
講
師
に
料

理
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
お
正
月
に
残
っ
た
お
餅
を
使
い
、も

ち
ピ
ザ
と
か
ら
芋
ね
っ
た
ぼ
、災
害
時

電
気
を
使
え
な
い
時
に
ガ
ス
で
炊
く

鶏
と
き
の
こ
の
炊
き
込
み
ご
は
ん
を

作
り
ま
し
た
。

　
下
は
3
歳
か
ら
参
加
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、み
ん
な
で
和
気
あ
い
あ

い
と
ね
っ
た
ぼ
を
丸
め
て
楽
し
い
料
理

教
室
と
な
り
ま
し
た
。

れんこんのしょうが焼　丸めてどうなるの？

器も大事です

どんな作品が出来るか楽しみです 先生の説明を真剣に聞いてます！

グループ討議発表

料
理
教
室
開
催南

薩
地
域
労
福
協

ま
ず
は
参
加
し
て
み
よ
う
!!

「
学
習
会
・
ラ
ン
チ
交
流
会
」
開
催

北
薩
地
域
労
福
協

第
12
回
「
男
の
料
理
教
室
」

の
開
催

鹿
児
島
地
域
労
福
協

～
陶
芸
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
～

大
隅
地
域
労
福
協

　
連
合
北
薩
女
性
委
員
会
主
催
、
北

薩
地
域
労
福
協
共
催
「
学
習
会
・
ラ

ン
チ
交
流
会
」
を
１
月
28
日
（
日
）、

薩
摩
川
内
市
川
薩
教
育
会
館
で
開
催

し
ま
し
た
。

　
５
組
織
よ
り
20
人
が
参
加
し
、
前

段
の
学
習
会
は
、
連
合
北
薩
地
協
議

長
の
外
山
律
子
氏
を
講
師
に
、「
女
性

組
合
員
に
期
待
す
る
事
…
私
の
体
験

か
ら
」
と
題
し
た
講
演
を
頂
き
ま
し

た
。

　
単
組
の
役
員
と
し
て
感
じ
て
い
る

こ
と
や
連
合
だ
か
ら
他
の
産
別
の
取

り
組
み
な
ど
が
聞
け
る
こ
と
、男
脳
と

女
脳
の
違
い
な
ど
、経
験
談
を
交
え
て

自
身
の
考
え
方
や
取
り
組
み
姿
勢
に

つ
い
て
、話
を
頂
き
ま
し
た
。

　
講
演
終
了
後
は
、３
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
、講
演
を
聞
い
た
感
想
や
共
感

で
き
る
内
容
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合

い
、さ
ら
に
は
、職
場
の
女
性
を
取
り

巻
く
問
題
を
出
し
合
い
、討
議
し
ま
し

た
。

「
和
風
サ
ラ
ダ
」「
桜
餅
」
の
献
立
を
、

約
２
時
間
か
け
て
作
り
ま
し
た
。

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
で
の
参
加
も
多
く
、普

段
家
で
は
見
せ
た
こ
と
の
な
い
料
理

作
り
に
励
ん
で
い
ま
し
た
。
最
後
は
、

出
来
あ
が
っ
た
料
理
を
美
味
し
く
い

た
だ
き
、き
れ
い
に
後
片
付
け
し
て
終

了
し
ま
し
た
。

　
ま
だ
ま
だ
女
性
が
働
き
に
く
い
環

境
が
続
い
て
お
り
、解
決
に
向
け
た
取

り
組
み
の
重
要
性
に
つ
い
て
、参
加
者

全
員
で
共
有
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

　
ラ
ン
チ
交
流
会
は
、バ
イ
キ
ン
グ
形

式
で
デ
ザ
ー
ト
を
含
め
て
、豊
富
な
メ

ニ
ュ
ー
を
美
味
し
く
頂
き
ま
し
た
。

頃
触
れ
る
機
会
の
少
な
い
土
に
向
き

合
い
ス
ト
レ
ス
も
発
散
で
き
て
楽
し

い
、ま
た
や
り
た
い
と
い
う
声
が
多
く

挙
が
り
ま
し
た
。
一
緒
に
参
加
し
た
小

さ
な
子
ど
も
さ
ん
も
一
生
懸
命
作
っ
て

お
り
、子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
み
ん
な

で
楽
し
め
る
陶
芸
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　
陶
芸
教
室
終
了
後
は
、
敷
地
内
に

併
設
さ
れ
て
い
る
カ
フ
ェ
レ
ス
ト
ラ
ン

で
ラ
ン
チ
交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

ど
の
よ
う
な
も
の
を
作
っ
た
か
、こ
こ

が
難
し
か
っ
た
な
ど
、陶
芸
ト
ー
ク
で

盛
り
上
が
り
、楽
し
い
交
流
会
と
な
り

ま
し
た
。
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︿
解
き
方
﹀ 

イ
ラ
ス
ト
を
ヒ
ン
ト
に
し
て
、
二
重
ワ
ク
の
５
文

字
を
う
ま
く
並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
？

答え
「サクラゼンセン（桜前線）」

―
―
ヨ
コ
の
カ
ギ
―
―

１
　�
J
１
…
…
レ
イ
ソ
ル
、…
…

餅

4
　�「
…
…
か
ら
墓
場
ま
で
」
は

英
国
の
か
つ
て
の
福
祉
政

策

７
　�

初
め
て
会
い
ま
す

８
　
…
…
説
、…
…
俗
、…
…
達

9
　
仏
の
体
か
ら
さ
す
と
い
う
光

11
　
…
…
感
、…
…
一
髪

12
　
山
の
裾
野
の
こ
と
で
す

14
　
ど
う
と
で
も
受
け
取
れ
る

表
現

17
　
イ
カ
の
足
で
す

18
　
警
察
が
捜
査
に
利
用
し
ま

す

20
　
一
日
に
千
里
走
る
と
か

21
　
カ
ー
リ
ン
グ
で
4
番
目
に
投

げ
る
選
手
の
こ
と

―
―
タ
テ
の
カ
ギ
―
―

１
　
冬
に
活
躍
し
ま
し
た
ね
。

室
内
を
乾
燥
か
ら
守
り
ま

す

２
　�

５
月
人
形
の
一
つ
。
敬
称

を
付
け
て
こ
う
呼
び
ま
す

３
　
非
常
に
く
た
び
れ
た
よ
う

す
。
…
…
の
よ
う
に
疲
れ

る

４
　�

…
…
心
地
、…
…
路
、…
…

枕

５
　�

喉
仏
は
「
ア
ダ
ム
の
…
」

６
　
競
争
な
ど
で
一
人
ず
つ
順

に
抜
き
去
る
こ
と
。
…
…

抜
き

10
　
見
え
透
い
た
作
り
ご
と
。

…
…
だ
ま
し

12
　
物
を
包
み
ま
す

13
　
第
45
代
米
大
統
領

14
　
捕
ら
ぬ
…
…
の
皮
算
用

15
　�

記
号
∞

16
　�

元
祖
で
す

19
　
福
岡
の
名
物
料
理
の
ひ
と

つ
。
…
…
鍋

ひとりで悩んでいませんか？
安心ネットが、あなたを応援します
まずはお気軽にお電話を!

安心ネットかごしま
鹿児島市鴨池新町５番７号 県労働者福祉会館 6Ｆ

連合鹿児島地域協議会内 

0120-307-830

安心ネット姶良伊佐
霧島市隼人町見次1089-1 ユーミー隼人ビル101

連合姶良伊佐地域協議会内

0120-783-022

■労働相談：月曜日～金曜日（祝日除く）
■介護相談：火曜日
■住宅なんでも相談：木曜日
■多重債務相談：火曜日・金曜日
　相談時間：午前10時～午後４時
　その他：休日、時間外のご相談は、別途対応します。
相談は無料。ただし、専門家に依頼する場合、別途費用が
かかる場合があります。

ク
イ
ズ
当
選
者
（
敬
称
略
）

　
池
上
　
涼
平	

今
村
　
博
文

　
鍋
倉
し
ん
ご	

瀬
戸
口
亮
治

　
小
原
　
大
策	

野
﨑
　
浩
一

　
向
井
　
　
寛	

花
倉
久
美
子

　
松
山
　
和
聡	

鶴
田
　
道
正

　
森
園
　
　
尚	

内
　
　
純
子
　

　
森
　
　
卓
之	

大
原
　
恵
子

　
橋
野
　
裕
明	

川
原
　
和
美

　
田
代
　
　
彩	

中
　
　
英
信

　
山
崎
　
悦
子	

恩
田
　
昭
雄

〔
解
答
〕
は
必
ず
ハ
ガ
キ
で
解
答
、

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
職
場
名

を
明
記
の
こ
と
。
１
人
１
通
に
限
り

ま
す
。
な
お
、
労
福
協
各
団
体
に
対

す
る
ご
意
見
な
ど
も
お
書
き
く
だ
さ

い
。
締
め
切
り
は
２
０
１
８
年
5
月

７
日
必
着
。
今
回
も
20
人
の
方
に
賞

品
を
進
呈
し
ま
す
。

〔
送
り
先
〕
〒
890
‐
00
　64
鹿
児
島
市

鴨
池
新
町
五
‐
七
‐
六
〇
三
　
鹿
児

島
県
労
福
協
「
ク
イ
ズ
」
係

　
3
月
号
の
ク
イ
ズ
の
答
え

　
多
数
の
応
募
を
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
応
募
総
数
61

通
で
、
61
通
が
正
解
で
し
た
。
厳
正

な
抽
選
の
結
果
、
下
記
の
20
人
が
当

選
さ
れ
ま
し
た
。

＊九州ろうきんホームページアドレス
http://kyusyu.rokin.or.jp

＊全労済ホームページアドレス
https://www.zenrosai.coop

＊労福協ホームページアドレス
http://blog.rofuku.net/kagoshima/


